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『分類語彙表』

国立国語研究所資料集 6，1964年

主担当・林大

『分類語彙表 増補改訂版』

国立国語研究所資料集 14，2004年

担当・林大・中野洋・宮島達夫・

山崎誠ほか多数

以下，分類語彙表と言うことがある。

林 大 はやしおおき 1913年～2004年

中野 洋 なかの ひろし 1944年～1999年

『古典対照語い表』

宮島達夫編

笠間索引叢刊 4，1971年

『日本古典対照分類語彙表』

宮島達夫・鈴木泰・石井久雄・

安部清哉編

笠間書院，2014年

古典対照語彙表と言うことがある。

宮島 達夫 みやじま たつお 1931年～2015年



分類語彙表は，国語研究所で，もと

もと，語彙調査の結果を示す語彙表

として，五十音順のもの・使用率順

のものと並んでいた。しかし，同義

語類義語集として有用であると迎え

られて初版からすでに脱皮を始め，

増補改訂版で広範な同義語類義語集

となった。

古典対照語彙表は，宮島さんが，も

ともと，古典諸作品の類似を用語の

観点から計算するために作成した。

しかし，古典諸作品における用語の

有無を簡便に知る用具として迎えら

れ，新版では，語彙の計量的諸相の

研究のために電子媒体が用意された。

ともに，

作成の最初の動機を離れたところで，

世上，活用されている。



山崎 誠

『分類語彙表』の特徴と問題点

語彙資源活用シンポジウムでの発表

2017年3月6日，国立国語研究所

石井 久雄

古典語彙の出現頻度の分布

――『日本古典対照分類語彙表』を

利用して

語彙研究会定例研究会第100回での

発表

2014年5月24日，愛知学院大学

ここでは

分類語彙表・古典対照語彙表の前書きなどを

実際に読む



通年雄

１.１ 最初の分類語彙表



１.１ 最初の分類語彙表

婦人雑誌の用語

・ 分類語彙表は，語彙調査の結果

を意味の観点から一覧するもので

ある。

・ 一語は，多義であっても１箇所

にのみ配置する。

・ 品詞も意味を構成する。

その品詞間で通用する意味分野

の設定はできなかった。

・ 分類体辞書・類義語辞典に応用

されることを狙っている。

合計 4280語

抽象的関係

」
」



１.２ 『総合雑誌の用語』
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１.２ 『総合雑誌の用語』

婦人雑誌から総合雑誌へ

・ 語が，α単位でなく，β単位に

なった。

長い複合語が現れなくなった。

・ 分類項目を細かくして名称・番

号を付け，品詞間の関連が分かる

ようにもした。

五十音順語彙表にもその番号

を記載した。

・ 意味の世界の全体における高頻

度語が分かるように，関連語彙も

掲載した。

」
」



１.３ 初版『分類語彙表』



１.３ 初版『分類語彙表』



１.３ 初版『分類語彙表』



１.３ 初版『分類語彙表』

初版『分類語彙表』が語彙調査の結果を記述していることは，

動詞・形容詞の示しかたで端的に知られる。その示しかたは，

一般には親しまれていない。 ――予稿で言い落としました。

初版『分類語彙表』の特徴

語彙調査の結果を示す表から

同義語類義語集への脱皮を始めた。



１.４ 『分類語彙表 増補改訂版』
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１.４ 『分類語彙表 増補改訂版』



まえがき （１９６９・１２版）

○ この語い表は，古典における用語の類似度を調査するための基礎資料

としてつくったものである。

○ 表は各ページとも３つのらんにわかれている。左のらんにあげたのは，

２つ以上の作品に共通してあらわれた単語，中央と右の２らんにあげた

のは，１つの作品だけにあらわれた単語である。

○ 度数は，調査単位のとり方など，かぞえ方によってかわる。たとえば，

源氏物語のことなり語数および「心」「たまふ」の度数は，索引のまま

のと，ここでとった基準によって修正したばあいとで，つぎのように大

きくかわってくる。

ことなり語数 「心」 「たまふ」

修正前 14206 1489 13882

修正後 11423 3411 81

これは，「心」については「心なし」などの「心」をあわせたため，

「たまふ」については補助動詞としての用法をすてたためである。した

がって，この表にあげる数字は，すべて，以下にのべるような基準でか

ぞえるとこうなる，ということであり，もし他の作品と比較しようとす

るなら，その作品の用語もここにあげた基準によってかぞえなければ不

正確である。

２.１ 『古典対照語い表』



２.２ 『日本古典対照分類語彙表』
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